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「自分で自分の行動を決めることが出来る」
といった状況は、学習者のモチベーションを
向上させ、運動学習効果を促進させる方法と
運動学習・制御の領域で広がっています。例
えば、フィードバック（声かけ）をいつ・ど
のようなタイミングであげるのか。どう自主
性を練習環境に取り入れることが良いのだろ
うか。このような内容は、自己制御練習とし
て捉えられ、25年の研究背景があります。近
年は、運動の学習効果だけでなく、自主性
（選択肢を与える）が運動パフォーマンスへ
関与することが発表されています。練習環境
に自主性を取り入れた効果を、心理学的、バ
イオメカニクス的、運動生理学的、そして神
経生理学的な観点から解説させて頂きます。


	スライド番号 1

